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安全教育における VR の活用
建築現場安全教育 VR

小　林　和　哉・高　田　直　紀

建設業全体の労働災害に関して，近年では減少傾向がみられるものの，建設現場では安全に対する意識
がまだまだ低く，危険な現場を放置してしまっている状態が散見される。そうした状況を改善する為，現
場にて体感型の安全教育を行ってはいたが，従来の安全教育の課題を受けて，「建築現場安全教育 VR」
を開発し，安全教育に VR を活用するに至った。本稿では，「建築現場安全教育 VR」の制作をもとに，
安全教育に VR を活用するにあたっての課題や重要視すべき点を述べるとともに，VR を活用して得られ
た効果に関して報告を行う。
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1．はじめに

近年，建設業全体の労災事故及び墜転落事故件数は，
減少傾向が見られるものの，労災事故に対する墜転落
事故の割合におおきな変化は見られない（表─ 1）。

住宅現場のみならず，広く建設現場で従事される
方々は多重労働，賃金水準の低さ，社会保険未加入な
ど決して恵まれた処遇とは言えない。そのことが，仕

事に対する思いやプライド，安全意識の低さに繋が
り，若者の建設離れを招いていると考えられる。実際，
住宅現場における足場作業者や各専門業者の方々は，
自分自身の身を守る最終手段である安全帯使用が未だ
不徹底であり，安全意識の低さを表している。また，
各専門業者による足場の盛り替え（足場の組み替え）
放置が常態化していることも事実であり，危険な現場
を放置している状態が散見される。

特集＞＞＞　建築

表─ 1　 建設業における事故の型別 労働災害発生状況



68 建設機械施工 Vol.71　No.4　April　2019

安全帯の不使用，責任の所在が不明な足場計画図作
成，不十分な足場点検が墜転落事故撲滅の大きな課題
となっている。

2．今までの取り組み

（1）ハーネス型安全帯の標準化
これまでの行政の動向，過去の墜転落災害の発生を

受け，2 年前より従来の胴ベルト型からハーネス型安
全帯を全施工スタッフが使用しており，移行の際に
は，墜転落災害発生要因である安全帯不使用の実態を
施工スタッフと共有した上で，行動面，製品機能面か
ら皆が使いやすいビケハーネス型安全帯を標準化して
いる（写真─ 1）。

（2）体験的安全教育での指導
体験的安全教育は，現場作業における危険を身を

もって擬似的に体験し，安全な動作を学ぶことができ
る（写真─ 2，3）。

ヘルメットや安全帯などの保護具の重要性や，足場
部材の正しい扱い方，現場での危険ポイント，基本的
な車両運転・バック時の誘導など自ら体感して学ぶこ
とで，危険に対する感受性を高め，安全動作を習得す
ることが目的となる（写真─ 1，2）。

だが，実施する際には実際の足場施工が必要であ
り，スペース，人員，時間が必要である。

3．VRの活用

（1）なぜ VRなのか？
上記の通り，ハーネス型安全帯の標準化，体験的安

全教育を行ったとしても墜転落事故を始め，労災事故
の防止には繋ぎきれていないのが実状である。

その原因の一つとして，従来の体験的安全教育に
は，時間的，場所的制約があり，多大なコストも要す
る為，頻繁に訓練を行うことができず，時間とともに
安全帯の使用に対する意識の希薄化が伴うことが挙げ
られる。また，特に現場に入って間もない若者に対し
て強い興味をもたせるような安全教育を行う事は難し
く，現実味がないことも課題の一つとなっている。

このことから，安全な場所にいながら，もっと身近
に，かつ手軽に，落下防止の為に安全帯を使用する重
要性，高所作業の危険性を認識することができる教育
ツールが必要であった。

教育ツールであれば，VR でなくとも映像での座学
など，様々な媒体が存在する。ただ，その中でも VR
研修を導入する最大のメリットは，よりリアリティの
ある研修ができるようになることだ。映像を見る研修

写真─ 1　ビケハーネス型安全帯

写真─ 2　体験的安全教育（部材の持ち方）

写真─ 3　体験的安全教育（安全帯）
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は，どうしても受動的な体験になってしまいがちにな
るが，VR を利用することで，研修を受ける側に自身
の視点や身体の動きに連動，体験が現実のものと錯覚
し，能動的な参加を求めることができる。また，危険
の伴う訓練も VR を使うことで安全かつより現実味の
ある内容にすることが可能となる。

そして，数年前に VR 機器が世の中に出回った時期
に比べて，解像度の向上，手足の連動が可能になる等，
機器の性能が良くなり，価格に関しても 30 ～ 40 万円
で VR 体験に必要な機材一式取り揃えることができる
ようになったのも大きな要因である（写真─ 4）。

（2）建築現場安全教育 VRの内容
次項以降を述べるにあたって「建築現場安全教育

VR」の内容を簡単に説明することにする。
まず，体験における準備として，体験者にはゴーグ

ル，耳にヘッドホンを装着し，両手両足にVIVEトラッ
カーと呼ばれるモーションセンサーを取り付ける。専
用機器対角線上に置いた赤外線センサーによって空間
を作り出し，体験者の位置を特定する。また，より現
場のリアリティを創出する為，床に踏板を敷き，その
上からスタートする事であたかも実際に足場の上にい
るかのような感覚を抱かせる（写真─ 5，6）。

具体的な体験のストーリーは下記の通り
手順 1）体験の舞台は閑静な住宅街の先行足場の新築
物件。体験者は現場を見渡し，まずは建物等のリアル
な質感，ユニフォームを着た自分の分身，響き渡る施
工音を感じることができる。そして，自身の手足を動
かすと，それに連動して画面の中の分身も同じ動作を
行う（写真─ 7）。
手順 2）見上げた足場の 4 層目の高さまで移動する事
を告げられると，一気に 4 層目の高さまで移動する。
ここで体験者は，まず高所を体感し，左側に目を向け
れば基礎のみが出来上がっており，落下したら大変な
事故になることが容易に想像できる。そして，自身の
手で安全帯を掛けて安全の確認を行う（写真─ 8，9）。
手順 3）時系列が進み，家が組みあがった状態での再

開。その際はさっきまで見えていた踏み板や安全帯が
外れており，外壁塗装の作業中にそこから落下してし
まう（写真─ 10，11）。

写真─ 4　VR 機材（HTC VIVE）

写真─ 5　VR 体験の様子（開始時）

写真─ 6　VR 体験の様子（落下時）

写真─ 7　VR イメージ 1

写真─ 8　VR イメージ 2
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（3）VRの問題点
一概に安全教育用の VR コンテンツといっても簡単

に制作できるものではない。自身の身を守り，従来の
体験的安全教育に置き換わる VR コンテンツとなる
と，非常に高度なVRコンテンツが求められる。もし，
コンテンツの完成度が低ければ現実との乖離に冷めて
しまい，十分な効果を発揮することはできない。

VR 体験は没入感があり，あたかも建築現場にいる
かのような映像が流れているとはいえ，実際にいるの
はあくまで部屋の中であって，建築現場そのものでは
ない。そして，現実世界の部屋の中は VR の世界と違
い，手摺もなければ何層にも組まれた足場があるわけ
でもなく，ましてや落下できるスペースも当然ながら
ないのである。

上記に記載したような VR の世界と現実世界の差異
をいかにして埋めるかが，最大の問題であり，それを

クリアできなければ，安全教育用の VR コンテンツと
しての役割を果たすことはできない。

（4）建築現場安全教育 VRの制作
「建築現場安全教育 VR」では，問題点として挙げ

た VR の世界と現実世界の差異をなくすため，下記の
内容を取り入れた。

第一に，手足にモーションセンサーを取り付け，現
実世界と VR の世界で手足が連動する仕組みとした。
また，VR の世界では手足の動きに影も連動してお
り，現実世界と変わらない印象を抱くことができる。

よりリアルな体験を行うにあたって，VR コンテン
ツのグラフィック精度をあげることももちろん重要で
はあるが，VR の世界でも現実世界と同じように“当
たり前のことが当たり前のようにできる感覚を抱かせ
る”ということが，現実世界と VR の世界の差異をな
くす第 1 歩だと考える

そして，その次に大切だと考えるのは，限られたス
ペースの中で“自分で動く”ということである。VR
の中では，コントローラーだけで移動したり，自分が
意図せず，アニメーションによって自動的に移動した
りするものもあるが，その段階でエンターテイメント
性が上回り，緊張感のある VR 体験とはならない可能
性がある。もちろん，より多くの人，特に若い人に体
験していただくにあたって，エンターテイメント性も
必要であると思われるが，安全教育用の VR という点
では，“楽しかった”よりも“身になった”と思って
いただけるものにしなければならない。

こういった点を考慮して作成されたのが「建築現場
安全教育 VR」である。

（5）建築現場安全教育 VRの効果
VR が抱える問題をクリアして完成した「建築現場

安全教育 VR」は，様々な場所で体験がなされ，体験
した大多数の人が現実さながらの恐怖心を感じたとの
意見であった。

また，従来の体験型安全教育では，足場の組み立て
から体験まで数時間を要していたところ，「建築現場
安全教育 VR」の場合は，準備から体験終了まで 10
分程度におさまり，時間的なメリットは大きいものと
なった。

そして，コスト面においても機材の用意だけで済
み，少人数でも体験が可能となったため，体験者が特
定の場所に集まる必要がなくなり，コストの削減につ
ながった。

時間的，場所的制約からの解放，そして従来の体験

写真─ 9　VR イメージ 3

写真─ 10　VR イメージ 4

写真─ 11　VR イメージ 5
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的安全教育と変わらぬ効果を実現したという意味で，
安全教育に VR を活用するという手段は成功であった
と言える。

4．おわりに

「建築現場安全教育 VR」は，安全帯不使用による
転落の恐怖を体験出来るコンテンツだが，VR の技術
を用いれば，部材キャッチングや部材立てかけ，重大
な事故事例に基づいた内容や交通事故など，安全教育
全般に応用することできると考える。

現状では，VR の主たる活用分野はゲームなどのエ
ンターテイメント部門であると言えるが，今後，こう
いった安全教育型 VR を建設業に従事する各企業が積
極的に企画・開発し，世の中に浸透することによって，
建設業全体の労災事故及び墜転落事故件数 0 の社会が
実現されることを期待してやまない。

�
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